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〔序 論〕

幼児保育は領域別保育もさることなが ら,領 域関連保育も大切であり,ま た,そ の特長である

と思 う。

幼稚園には,文 部省 ・『幼稚園教育要領』に定めた 「健康」,「社会」,「自然」,「言語」,「音楽、

リズム」,「絵画製作」の所謂"六 領域"が ある。

これは,幼 稚園修了までに幼児に指導することが望ましいくねらい〉を示したものであ り,小

学校以上の"教 科"(科 目)と は趣 旨,性 格を異にするものである。 従って,幼 児保育は領域別

保育のみに固執すべきではなく,寧 ろ,領 域関連保育の分野をもっと拡張すべきである。これら

の裏付けとして,r幼 稚園教育要領』も 「六領域は相互に密接な関係があり……」 と領域関連保

育の推進を示唆している。

領域関連保育には大きく二つの態様があると思 う。

すなわち,"六 領域"の 中のいくつかを総合して推進するものと,そ の中の一つか ら出 発 し

て,関 連性のある他の領域へ発展的に推進して行 くものとである。

A)総 合的保育 としては,オ ペレッタや演劇,そ れに,絵 画製作や図画工作に音楽を絡めた,

人形劇,紙 芝居等が考えられるが,後 者は兎に角 として,前 者は 「お遊戯会」等の催しもの

の際に行われることが多いようである。 これ らを平素の保育の中にとりいれて欲しいもので

ある。(春,秋 の園外保育や夏のキャソプなどは大 きな総合的保育であるが,季 節的特別保・

育であるから,常 時保育の対象にはならない)

B)発 展的関連保育としては,た とえば,季 節をバックとした教材 として 「つばめ」を選ぶ。

1)自 然の領域から出発する スライ ドや絵,写 真などを見せて,つ ばめの話をする。

2)次 に,つ ばめの うた(音 楽)に 導入する。

3)最 後に,そ のうたを動作で表現させる。etC

さて一方,幼 児保育にとって,も う一つ重要なことはくあそび〉である。

換言すれば,幼 児の生活には,そ の底流にくあそび〉がある。すなわち,幼 児はくあそび〉の

中か ら,観 察し,知 識を得,工 夫を凝 らし,創 造する。そして成長する。

これをふまえて,領 域関連保育を加味した幼児の音楽保育を考xて みた。
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〔本 論〕

音楽を中心としたくあそび〉からの幼児保育として,さ まざまな形式や方法が考えられるが,

私案 として,こ こに 「音楽(音 感)カ ルタ」,「早ロうた」,「数のうた」,「手あそび うた」の四部

門を挙げ,各 部門ごとに詳述しよう。

1音 楽カルタ

ユ.〈 ねらい〉は音感訓練と楽 しい歌唱教育であるが,う たの題材を絵に表現する(絵 画製作)

関連保育の含みもある。

2.楽 譜(カ ルタの読札に相当す る)と 絵札(カ ルタの取札)の 準備

「いろはカルタ」であるから,48曲(枚)で あるが,「 を」,rゐ 」,「ゑ」,「ん」を除 くか ら

実際には44曲 となる。

(イ)幼 児に適する"う た"を 選ぶ。

児体的で,わ か り易い題材であること。 人物,動 物,植 物,品 物,風 景,自 然現象な

ど……

先ず,よ く知られている既成曲の中から題材を探す。既成曲中に見当らない場 合 は 新 作

(詞曲共)す るか,そ れを除いてもよい。44曲 全部揃わなくてもカルタ ・ゲームは出来 る。

伺 選曲が終ったら,そ の題名の頭字をいろは……に当て嵌めて,楽 譜にその記号をつける。

◆往々にして,題 名を疎かに扱い,そ の"う た"の 出だしの歌詞を以てその``うた"を 指す場

合があるようである。たとえば,「 靴が鳴る」とい う題名を呼ばずに 「お手々つないで」 と

表現するように……題名はその"う た"全 体を表わす大切なものであることを念頭に置いて

欲しい。

の``う た"が きまった ら,そ の題名や内容を表現する絵札(取 札)を 作製する。園で行 うの

であるから,家 庭用(普 通)の ものより大型にする。

←)絵 札の右肩に,平 仮名で題名の頭字を書 きいれる。

3.カ ルタ ・ゲームのや り方

α)カ ルタに収録した"う た"は,ゲ ームに関係な く,平 素の保育の中で,歌 唱教材として取

扱って置く。

(ロ)予 定時間内で1ゲ ーム出来るように枚数を計算 して,絵 札を無作為にバラ撒 く。

の カルタの読札に相当するのは楽譜であるから,教 諭(保 母)が ピアノで 該当曲を 弾 く。

(うたったり,声 を出してはいけない)

その曲の題名がわかっても,該 当絵札を探し当てるまでピアノは弾き続ける。

←)だ んだん慣れてきて,早 く取れるようになったら,百 人一首のように,曲 の前奏(百 人一

首の上の句に相当する)演 奏中に取れるように指導するとよい。

{t)ゲ ームが終了したら,絵 札を取 った園児が,そ の絵札のうたを独唱す るのもおもしろい。
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◆私の選んだ音楽力ルタの曲目

◎いぬのおまわ りさん

⑤ろばさん(新)

⑬花 ・はと・ピアノ

◎にんぎょう

@ほ うほ うほたる

㊦へちまのマイク(新)

㊤とんぼのめがね

⑤ちかてつ

⑨ りす りすこりす

㊥ぬい針(新)

⑤るすばん(新)

㊨わた毛がとぶよ(新)

㊧かにのしゃぼんだま

㊤よい子のあいさつ

◆楽譜例示

⑤ うみ

◎野菊

㊨おもちゃのマーチ

④靴が鳴 る

㊥山羊さんゆ うびん

③まつぽっくり

⑰けん玉けんちゃん(新)

⑤ふみきり

◎こいのぼり

②えんそ く

Oて るてる坊主

⑤あひるの行列

⑤さ くらさくら

③金魚のひるね
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㊧たなばたさま

⑳れんげのベ ッド(新 ン

④空へのぼったふ うせん

◎つばめのおんぶ

@ね こふんじゃった

㊧なが ぐつ

⑤らくだ

㊨むすんでひらいて

④夕焼小焼

⑧めだかの学校

㊥南の国

①静かな湖畔

④ひのまる

⑤もみじ

⑧せっけんさん

④雀のお宿

(注〕(新)は 音楽カルタのための新作

㊨ わた毛がとぶよ

1.わ た毛がとぶよ

とんで とんで とんで とんで

空に消えたよ

空にタソポポを

咲かせるのかな

2.わ た毛がとぶよ

とんで とんで とんで とんで

池にお りたよ

池にタソポポを

咲かせるのかな

II早 ロうた

早口ことばも亦,子 どもや幼児にとって楽

しいくあそび〉である。同年齢の普通の幼児

◆絵札例示

児童科副手 ・鈴木郁子画

より口のまわ りの鈍い幼児には,こ のくあそび〉はよい訓練になる。

初めはゆっくり言わせ,次 第に速度を早めるとよい。

幼児に適する早口ことばを易しい順に拾 ってみ ると……

1.一 輪 車,二 輪 車,三 輪 車 。

2.急 救 車,消 防車,撒 水 車 。

3.生 麦,生 米,生 卵 。

4.隣 りの客 は よ く柿食 う客 だ。

5.巣 鴨 の子 鴨,駒 込 の 駒 鳥。

6.坊 主 が屏 風 に 上 手 に 坊主 の 絵 をか い た。(以 下 略)

更 に,メ ロデ ィに の った 早 口 うた は一 層 お もし ろい し,こ とば よ りも,口 も滑 らか に よ く動 く
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ものである。

◆早口うたに適する曲目を挙げて,中 の一曲の楽譜を例示すると……

1.か な りや

2.バ ス って い い な

3.か え るの 合 唱

4.ひ ば り

5.汽 車 ポ ッポ

6.花 嫁 狐(以 下 略)

汽車ポッポ

お山の中ゆ く 汽車ポ ッポ

ポッポポッポ黒い けむを出し

シュシュシュシュ 白い湯気ふいて

機関車と機関車が まえ引きあと押し

なんだ坂 こんな坂 なんだ坂こんな坂

トソネル鉄橋 ポッポポ ッポ

rソ ネル鉄橋 シュシュシュシュ

トソネル鉄橋ド トソネル鉄橋

トソネル トソネル
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トソ トソ トソ と の ぼ りゆ く

皿 数のうた

幼 児 に と って,数 量 の 観 念 と簡 単 な計 算 は大 切 な こ と で あ るが,こ れ を真 正 面 か らの み 推 進 す

る と無 味 乾 燥 に陥 り,興 味 を 示 さな い幼 児 の 出 て くる可 能 性 もあ る。

"う た"を 利 用 して く あ そ び〉 の 中 で行 うと興 も 出 て くる の で効果 も挙 が る
。

これ また,昔 か らrわ らべ うた」,「あ そび の うた 」 な どに"数 の うた"が 少 な くな い の も当然

とい え よ う。

た とえば ……

「一 番 はLめ は 一 の 宮 … …」,「一 つ とや … …」,「い ち じ く,に ん じん … …」

な どが よ く知 られ て い る。

これ ら,数 の は い って い る 「わ らべ うた 」 や 「あ そ び の うた」 を探 し て,お は ーじきや 麹 つ き,

遊 戯 な どを しな が ら うた わ せ る と よい。

以 上 は1か ら10ま で,順 に数 を追 った 所 謂 「数 え うた」 であ るが,こ れ とは別 に,各 の数 を別

個 に 取 扱 った うた も必 要 で あ る。

A)数 の観 念 を 正確 に植 え つけ る うた

1.一 番 星 み つ け た

2.ふ た あ つ

3.三 び きの ねず み

4.四 匹 の お馬

5.五 重 の塔(新)

6.六 角 堂(新)

7.七 つ の 子

8.八 手 の葉 っぱ(新)

9.九 人 の くろ ん ぽ

10.十 人 の イ ソ デ ィア ソ

〔注〕(新)は 新作

◆歌詞例示(楽 譜略)

八手の葉っぱ 山下佳代子作詞

1.八 手の葉っぱは 大きな葉 っぱ

天狗がうちわに 使 った話

母さん聞かせて くれました

2.八 手の葉っぱは 愉快な葉 っぱ

いろんなお面が 造れることを

母さんxて くれました
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B)計 算のうた

簡単な加法(た しざん)と 減法(ひ きざん)も"う た"を 利用するとおもしろいと思 う。

この種の"う た"は 頗る僅少であるから,既 成曲の中に見出すことは難 しい。教諭(保 母)

の手で創作して欲しい。

◆例示

(イ)加 法(歌 詞抜萃)

電車 ごっこ(既 成曲)

運転手は君だ 車掌はぼくだ

あとの四人は 電車のお客(以 下略)

○電車 ごっこをしているのは皆でなん人でしょう?

(ロ)減 法(楽 譜)

なわとびホイ

なかよし五人で なわとびホイ

大波小波 じょうずにホイ

母さん呼んでる 一ぬけた

わたしもさよなら 二ぬけた

○まだ残ってなわとびをしているのはなん人でしょう?

IV手 あそびうた

幼児のあそびには"う た"が 伴 うことが多い。 すなわち,う たいながら動作をした り,反 対

に,動 作をしなが らうた うのである。 うたと動作が一体になることが多い。
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これ も亦,昔 か ら,わ らべ うた や あ そ び の 中 に多 く見 られ る。

た とえ ば … …

戸 外 あ そ び では 「子 とろ 子 とろ」,「通 りゃ んせ 」,「 か ごめ か ごめ 」,「 あ んた が た ど こ

さ」 な ど。

室 内 あ そ び では 「ず いず いず っ ころば し」,「げ ん こつ や まの た ぬ き さん」 な ど。

こ こで い う"手 あ そ び うた"は 当然,室 内を 対 象 と し,就 中,坐 して,ま た は腰 掛 け た 状 態 で

行 うもの で あ る。

◆ 手 あ そ び う た に適 す る 曲 目 と楽 譜 の例 示

1.指 の歌

2.み ぎて ど っち

3.ひ らい た ひ らい た

4.手 を た た きま し ょ う

5.前 へ うしろヘ パ ソバ ソバ ソ

6.権 兵 衛 さん の赤 ち ゃん

7.げ ん こつや ま のた ぬ き さ ん(以 下 略)

最後(結 び)に ……

以上の"音 楽ゲーム"は くあそび〉の中からの楽 しい音楽関連保育として,随 時,カ リキュラ

ムの中に組入れて欲しい。

なお,別 個に,た とえば,園 庭使用予定 日が雨などで使用出来ない場合に,こ れを利用すると

便利であると思 う。
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